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一
は
頗
を
ほ
こ
ろ
ば
材
、

ζ
の

泊

か

い

訪

一

一

た

こ

と

F

歳

い

謝

し

、

日

本

の

生

成

発

展

一

た

め

、

次

の

こ

と

に

伺

怠

し

工

加

入

の

一

一

一

間

に

川

崎

郡

一

淳

一

で

か

か

わ

れ

、

来

一

一

を

祈

り

、

国

民

の

慶

一

一

吉

弘

記

念

す

る

た

一

申

込

吋

在

住

し

て

く

だ

さ

い

。

一

し

い

ひ

と

と

き

を

過

し

ま

し

だ

。

一

一

め

に

「

国

民

の

J

何
日
」
が
定
め
ら
れ
て
一
一
、
飼
育
し
て
い
る
家
市
の
検
類
。
一

一

こ

の

白

は

、

聞

か

ら

松

友

副

知

事

、

一

一

い

ま

す

。

ま

た

、

市

民

ど

し

て

ぜ

ひ

お

一

と

に

、

合

間

ま

と

め

て

加

入

し

一

一
市
か
ら
を
助
役
、
岡
福
祉
事
務
所
長
一
日
本
自
在
、
日
の
丸
の
以
と
も
き
ま
し
た
。
す
い
し
た
い
「
少
年
の
日
」
や
「
主
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
左
右
を
よ
く
確
か
め
て

一
ら
も
お
祝
い
に
か
り
つ
け
、
小
室
旦
日
章
旗
と
も
い
わ
れ
て
か
ま
ず
。
里
一
白
白
と
平
和
ν

撮
っ
私
た
ち
日
高
一
り
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
霊
あ
る
日
が
あ
一
二
、
時
価
の
二
割
か
ら
八
割
の
由
一
患
の
踏
切
に
取
り
つ
げ
て
あ
る
啓

一
同
長
以
下
全
職
員
が
紅
口
の
ま
ん
じ
ゅ
一
は
、
国
を
象
徴
す
る
成
で
あ
り
、
そ
の
一
民
は
、
国
家
と
社
会
の
発
民
に
努
刀
し
一
り
ま
す
。
こ
こ
に
私
た
ち
は
、
机
臼
そ
一
内
で
加
入
で
き
ま
す
o

な
る
一
報
機
や
、
自
動
し
ゃ
抑
制
は
一
日
中
山
側

一

J
j
;一ぐ
ば
り
お
と
し
よ
り
そ
慰
め
ま
し
一
闘
の
風
土
、
国
民
性
、
歴
史
な
ど
が
も
一
自
分
の
国
へ
の
愛
情
に
生
き
去
し
い
一
の
他
記
念
し
た
い
臼
の
警
を
理
解
す
一
ペ
イ
高
率
に
加
入
し
て
く
だ
さ
一
械
が
正
確
に
働
い
て
、
忘
れ
育
、
出

(
小
泉
武
田
川
長
凹
十
六
人
収
容
)
へ
一
金
五
千
余
円
を
贈
る
と
と
も
に
、
歌
や
一
日
じ
ろ
奴
庭
的
な
7
同

気

に

溜

ま

れ

一

た

一

り

と

ま

れ

て

い

ま

す

υ

純
潔
?
と
不
利
宣
伝
説
と
胤
土
喜
豆
町
民
併
を
育
て
な
一
る
と
と
も
に
、
国
肢
に
対
す
る
本
当
の
一
い
。
一
い
ち
が
い
を
し
た
り
、
降
ろ
す
時
期
が

U

生
徒
均
二
十
人
が
訪
一
附
り
を
披
露
し
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
一
な
い
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
↑
一
表
わ
す
白
地
に
万
物
の
生
長
の
恨
一
宅
一
が
ら
、
よ
り
偉
大
な
社
会
よ
り
聾
か
ほ
一
意
識
を
認
識
し
誕
百
に
は
市
民
乙
ぞ
一
三
、
加
入
し
て
い
る
家
主
聞
は
、
法
廷
一
お
く
れ
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
1

よ
う
に

1
i
i
1
3
b

一

l

i

l

-

-

一
あ
る
太
陽
を
か
た
ど
っ
た
赤
い
丸
章
一
明
る
い
震
を
築
い
て
ゆ
く
責
務
が
あ
一
っ
て
国
警
か
か
げ
る
こ
と
に
し
た
い
一
ま
で
は
震
で
診
療
を
受
け
ら
一
設
備
し
て
あ
り
ま
す
。
も
し
故
障
す
る

野

機

隷

鱗

鱗

一

襲

撃

き

ま

る

一

山

口

町

民

知

山

H
u
r
t
H
U
F
F
-一も
の
で

γ少年
問
題
協
議
会
一
四
計
十
入
さ
れ
ま
す
と

L
H
U
H

d
同
:
事
¥
え

ι一一
一

l

1

1

I

l

l

i

-

-

1

1

1

1

l

i

l

i

-

-

i

一

宅

自

慢

額

も

1
4↑列
車
が
接
近
し
た
と
き
じ
ゃ
襲

警

ノ

川

w
d臨機
器

一

任

期

満

了

に

も

な

う

農

業

委

員

f
l
i
-
-区(
事
一
人
)
日
一

E一
つ
い
互
い
ろ
い
ろ
と

t
fるた
め
に
、
す
べ
て
の
お

S
i
d
i

ノ

¥
J
J

一
!
と
い
う
こ
と
は
な
い
わ
け

齢

れ

九

泌

総

持

制

磁

一

委

員

の

言

、

九

月

士

一

百

に

行

な

τ回出
雪
国
語
(
新
一
繁
(
八
雲
)
上
出
皇
室
(
主
成
一
す
が
「
五
自
主
」
と
い
わ
れ
る
よ
強
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
一
ド
住
民
日
目
で
す

o
Zが鳴
っ
て
い
る

i

臨

務

三

一

ふ

機

鱗

齢

膨

れ

一

わ

れ

次

の

方

が

農

業

委

員

に

選

ば

れ

ま

一

谷

)

一

)

禁

事

(

喜

)

一

け

あ

っ

て

、

官

て

簡

単

に

入

手

で

き

一

大

型

青

少

年

補

導

セ

ン

タ

ー

一

す

o

J

一

絶

対

に

波

ら

な

い

よ

う

に

、

品

切

内

f

p
臨

糟

機

議

機

畿

二

し

た

。

芝

、

第

二

、

第

四

、

第

五

選

一

ー

一

る

と

こ

ろ

に

も

弓

突

き

告

が

一

一

一

の

う

え

で

自

動

車

が

ヱ

ン

ス

ト

し

た

V
凡
プ
V議
蟻

三

日

出

昔

話

昨

日

比

一

f
hく
一

日

目

旧

日

目

一

家

蓄

共

済

は

一

五

時

告

げ

H
U
H
-円札
古
川
山
口
行

総
諸
説
総
数
…
一
日
時
間
前
町
一
時
一
シ
ン
ナ
ー
遊
び
に
注
意
一
一
一
一
一
一
訳
出
前
一
一
一
日
ド
ニ
…
一
説
明
日
市
町
民
日
目
…

?
bえ
J羽織
議

団

一

)zig-(一日
/
¥
恐
じ
い
シ
ン
ナ
ー
イ
ン
一
当
市
足
、
一
件
も
こ
の
ぎ
に
よ
一
か
;
に
対
す
る
確
た
る
目
号
一
市
で
は
十
一
月
中
旬
か
ら
平
四
一
た
だ
し
、
司
令
書

F
E
A
l協刀

?

誌

紘

一

三

都

総

J
ι
尚
一
阿
蔵
)
葉
署
長
一
五
び
は
、
各
高
か
ら
の
あ
ら
ゆ
る
一
っ
て
補
導
さ
れ
た
人
は
:
ー
は
い
ま
に
だ
そ
の
日
そ
の
里
一
年
度
の
霊
異
去
、
一
斉
引
受
け
を
一
間
手
ぎ
て
新
た
に
室
岡
高
一
員
が
お
か
れ
、
協
力
員
の
家
庭
赤

難

裕

子

も

悔

い

続

滋

仇

鴻

九

五

一

一

選

挙

区

喜

一

一

一

人

7
1対策
に
も
か
か
わ
ら
;
の
流
行
の
ぺ
決
し
品
は
な
り
ま
せ
ん
。
一
安
楽
に
す
己
そ
う
宇
宙
澗
;
一
始
め
ま
す
。
一
ぃ
始
め
た
か
た
、
ま
た
は
、
新
一
ほ
と
信
号
え
金
属
高
け
で
あ
り

事
審
撒
京
橋
駅
リ
ゴ
バ
円
じ
敏
伯
(
野

2
2
(北只
)
一
歩
み
は
虫
、
と
し
て
:
毛
主
そ
の
流
行
言
、
学
主
市
に
も
一
少
年
の
聞
に
し
だ
い
に
根
を
張
り
つ
つ
一
昨
年
度
は
市
内
で
四
十
頭
余
り
の
一
規
に
導
入
さ
れ
た
か
在
、
こ
一
ま
ず
か
ら
、
非
常
の
場
合
は
、
乙
告

が
や
/
一
ド
ト
議

iJ綿
織
対
ヘ
、
叫
一
駒
山
手
一
垣
内
一
一
則
(
長
谷
)
下
、
更
に
一
層
流
行
の
度
合
い
を
深
め
一
押
し
よ
せ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
っ
。
一
あ
る
乙
と
も
そ
の
大
き
な
一
室
と
芝
一
家
主
回
が
死
亡
し
て
い
ま
7
0
不
慮
の
災
一
の
か
ぎ
り
で
あ
り
一
ま
せ
ん
か
ら
一
使
っ
て
列
車
を
止
め
る
手
配
も
で
ま

〆

7
パぷ三
γ武
常
千
百
三
選
挙
区
(
定
数
凶
人
)
リ
大
章
一
て
い
る
よ
う
に

iま
す

。

一

塁

匹

、

zi--てこの
淀
び
か
ら

1
5
2損害
義
詰
に
と

3一
加
入
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
一
す
。
信
号
文
書
、

1Jブ
義

辞
?ITALi--N丸
一

七

日

刊

(
U
1
1日
明

)

(

日

一

じ

ほ

ほ

訪

日

町

民

日

一

昨

誌

は

11一
l

i

l

i

-

-

-

「

J
J子
千

円

三

名

古

川

匂

訂

正

繍
縫
繍
勝
J
¥
J
J
J
t
L去
、

二

本

記

ご

て

よ

っ

て

補

導

さ

れ

位

差

支

え

て

一

僚

か

に

そ

う

い

っ

た

傾

向

を

見

せ

て

い

一

世

界

農

林

業

セ

ン

サ

ス

の

た

め

の

一

円

言

主

草

名

に

乗

っ

て

い

る

念

、

い

っ

、

ど

ん

な

磯

齢

麟

麟

腕

州

民

総

広

縦

一

一

第

四

重

区

(

定

数

間

人

)

リ

高

利

一

い

ま

す

o

一

る

こ

と

は

事

実

で

す

。

流

行

の

原

因

に

一

一

版

権

農

林

統

計

協

会

長

し

一

と

き

で

も

、

必

ず

い

っ

た

ん

北

ま

っ

て

-
s
j
s
s
i
i
s
i
j
S
3
3
S
S
3
3
5
j
j
s
i

一

標

週

刊

と

p
p
?長一
ま

す

O
F
f
f
-ーしょ

日

増

し

に

交

通

事

故

が

差

し

て

を

利

用

す

る

。

転

を

は

か

る

o

O

家

族

ぐ

る

み

で

議

運

転

乙

ポ

ス

タ

ー

4

5

y

一
ハ
ボ
ス
ぷ
l
応
募
規
定

V

了
。
ま
た
、
自
動
車
語
、
在
と
信

い
ま
す
。
こ
う
し
て
い
ず
の
聞
に
J

竹、

O

信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
号

2
、

こ

ど

も

と

在

令

表

の

一

交

通

安

仕

」

追

放

す

/

心

。

一

一

大

応

募

資

格

に

制

限

は

あ

り

ま

せ

一

与

え

ん

管

の

備

え

付

け

を

忘

れ

な

い

で

臼
本
の
ど
こ
か
で
起
き
て
い
る
現
時
渡
る
と
き
や
、
近
く
に
横
断
歩
の
慌
保
U

。
飲
食
業
者
は
「
運
転
す
る
人
一
農
林
統
計
協
会
で
は
、
来
年
の
二
月
一
力
が
得
や
机
る
よ
う
、
傑
作
を
お
よ
せ
一
ん
が
、
で

点
に
お
い
て
、
私
達
の
最
大
の
使
命
道
が
な
く
北
む
を
行
ず
車
道
を

O

P
〈
通
ひ
ん
ぱ
ん
な
カ
所
で
、
に
は
川
聞
を
の
ま
せ
な
い
」
ょ
う
一
一
日
に
行
な
わ
れ
る
、
一
九
七
U
年

世

一

く

だ

さ

い

。

一

す

。

と
願
望
は
、
交
通
事
故
の
発
生
を
来
横
断
す
る
と
き
は
、
平
の
き
れ
老
人
や
浸
ん
で
い
る
γ
T
供
に
合
協
力
す
る
。
一
界
農
林
業
セ
ツ
サ
ス
の
標
語
と
ポ
ス
タ
一
八
標
語
応
募
規
定

γ

一
穴
明
る
く
、

以
…
に
防
止
す
る
こ
と
と
絶
対
減
吉
聞
を
よ
く
見
て
手
を
上
げ
て
還
彦
、
「
伊
豆
っ
け
な
♂

O

運
転
語
、
油
喜
ん
だ
ら
つ
が
」
募
集
し
て
い
ま
す
o

一
応
募
資
格
制
限
あ
り
ま
ぜ
ん
の
一

の
住
み
よ
い
町
に
な
る
乙
と
で
す
。
一
知
者
に
合
図
し
、
牢
が
止
っ
七
い
し
と
必
ず
声
を
か
り
、
幼
児
ハ
ン
ド
ル
を
お
た
な
い
。
一
色
ぞ
ん
じ
の
よ
う
に
"
い
ま
日
本
の
一
応
募
作
品
未
発
表
の
も
の
一
前

し
か
し
な
が
ら
、
金
問
で
は
五
円
か
ら
す
み
や
か
に
横
断
す
る
。
。
運
転
す
る
前
に
は
泊
い
ザ
の
ま
一
農
業
は
近
代
山
を
め
ざ
し
て
大
き
く
変
一
用
紙
官
制
は
が
き
で
一
枚
一

秒

に

一

件

の

割

合

で

交

通

事

故

が

起

り

平

の

す

ぐ

前

や

、

す

ぐ

一

フ

し

な

い

。

一

る

コ

と

し

て

い

ま

す

。

そ

し

て

他

の

庄

一

旬

(

応

募

枚

数

は

天

き
て
い
る
の
で
す
。
乙
れ
を
未
然
に
ろ
、
ま
た
は
刀
l
ブ

の

あ

る

と

。

運

転

者

は

、

業

者

の

協

力

広

一

業

や

都

一

同

の

人

々

の

生

活

に

負

け

な

い

一

ご

一

枚

ま

で

)

防
止
す
る
た
め
、
特
に
歩
行
者

ω安
こ

ろ

で

は

絶

対

に

横

断

し

泣

い

制

ぞ

み

だ

さ

な

い

よ

ヲ

に

「

る

一

般

力

の

あ

る

農

業

を

創

り

出

す

た

め

の

一

一

点

り

先

松

山

市

一

番

問

通
事
r
以
内
削
減
が
一
期
し
て
十
月
六
日
か
り
な
な
め
出
川
や
信
号
制
、
視
に
た
め
飲
食
居
等
だ
酒
類
の
要
求
一
努
力
か
農
家
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
々
一
愛
媛
県
企
画
部
統
計
調

ら
十
五
H
ま
で
の
十
日
間
、
秋
の
筏
よ
る
陪
mは
絶

対

に

し

な

い

を

し

な

い

よ

う

協

力

す

る

。

一

の

間

で

毎

日

つ

づ

い

り

一

ら

れ

て

い

ま

す

。

一

霊

通
ハ
一
主
運
動
が
全
国
で
行
な
わ
れ
ま
リ
パ
ス
等
の
乗
降
一
時
に
お
け
る

4
、
交
通
安
全
隣
組
会
議
、
」
家
族
会
一
一
九
七
O
年
世
界
良
林
業
セ
ン
サ
ス
一
締
切
昭
和
四
十
四
年
十
月
十

寸

。

申

の

胃

前

、

直

後

の

と

び

出

し

議

の

開

問

一

は

、

激

し

く

む

(

っ

て

ゆ

く

白

木

の

農

業

一

日

(

回

日

付

消

印

の

も

こ
の
通
勤
期
間
中
一

ω、
次

の

こ

と

横

断

を

し

な

い

。

り

計

九

一

治

安

全

‘

交

通

事

故

の

防

一

と

農

家

の

ぎ

を

正

確

に

一

つ

つ

し

と

っ

て

一

の

は

有

効

)

が
ら
を
重
点
に
実
施
い
た
し
ま
す
か

O
運

転

者

は

横

断

室

長

止

は

市

氏

、

区

内

震

の

二

日

本

の

農

業

に

正

し

い

語

写

主

苑

安

審

査

は

十

月

二

十

日

ま

一

一

り

、

実

践

と

ひ

協

刀

を

お

願

い

し

未

行

者

が

い

る

と

き

は

、

確

実

に

へ

一

人

の

白

礁

と

注

立

が

大

切

一

た

め

に

行

な

わ

れ

ま

す

。

一

で

に

行

な

い

、

入

選

者

す

。

一

時

一

停

止

を

励

行

し

ー

横

断

娠

で

す

。

一

ま

た

、

こ

の

セ

ン

サ

一

ス

は

国

際

連

合

-

に

は

ロ

通

知

し

ま

す

o

l
、
圧
し
い
横
断
の
閉
行
と
横
断
巾
道
の
手
前

ωメ
ー

ト

ル

以

内

で

。

わ

か

従

、

わ

が

区

そ

し

て

わ

一

の

規

模

で

行

な

わ

れ

、

国

際

比

較

の

資

一

環

員

の

歩

行

者

保

誌

の

徹

隠

は

、

絶

対

に

追

い

越

し

追

い

ぬ

が

川

か

ら

は

一

人

の

犠

性

ー

や

む

一

糾

と

も

な

り

ま

す

。

力

強

く

、

よ

り

豊

一

一

町

農

林

大

臣

賞

一

名

。

近

く

に

横

山

歩

道

、

横

断

歩

き

を

し

な

い

、

ま

た

、

白

い

傘

出

さ

な

い

よ

う

、

み

ん

な

の

力

一

か

な

農

業

へ

の

羅

針

殿

、

そ

れ

が

農

業

一

副

員

三

万

円

道

橋

の

あ

る

と

こ

ろ

で

は

、

遠

白

い

杖

を

携

行

す

る

寄

人

に

対

で

一

日

ン

ず

ス

だ

、

と

も

い

メ

ま

し

ょ

う

。

農

林

統

計

協

会

長

良

回

り

で

も

必

ず

こ

れ

ら

の

版

設

し

て

は

、

安

全

誘

導

、

安

全

運

ぅ

。

こ

の

セ

ン

?

ス

に

、

み

な

さ

ん

の

協

名

副

員

一

万

円

-， 
二コ

敬
老
の
日

i日〉

仁1 ヲ J
男 18，71/，人女

世帯数 !日歩234位帯
面積 240円平方キロメート}i/

発行大洲市役所

編集企画室

導ナソ心。

O

保
諮
問
者
円
引
が
正
じ
い
一
針
通

を
実
行
し
て
、
こ
ど
も
に
杭
筒

径一ぷ
T
よ
一
フ
に
す
る
υ

。
一
乙
ど
あ
に
刻
し
ど
は
、
機
会

あ
る
ご
と
に
辺
陥
へ
の
と
び
出

し
、
巾
の
両
前
政
後
の
山
明
断
、

路
上
辺
戯
な
ど
、
危
険
な
行
副

を
し
な
い
よ
一
コ
肌
し
い
交
通
の

し
つ
け
を
す
る
。

。
運
転
者
は
、
横
山
川
歩
道
以
外

の
道
路
で
、
柄
断
中

ωこ
ど
あ

や
必
〕
人
が
い
る
と
さ
は
一
時
作

止
ま
た
は
除
行
し
て
安
A
~に
減

ら
せ
る
。

3
、
飲
泊
辺
一
転
の
追
放

20ヲ727人

口〆炉私

抗
日
刊
川
中
l
出

口付
μ
s
f
:
J
H

古
小

伊
予
大
洲
駅

「
一
九
七
O
年
世
間
作
農
林
業
セ

ン
サ
ス
」
「
昭
和
問
十
五
年
二

月
一
日
」
「
農
林
省
」

規
格
縦
一
ハ
十
セ
ン
チ
一
横
山
十

↑
一
セ
ン
チ
文
字
ナ
ケ
ァ
包
め
一
一
守

五
色
以
内

送
り
先
、
締
切
、
発
表
、
標
語
と
回

じ

安
省
一一席
農
林
大
臣
山
山
一
名

副

院

五

万

円

一

二
府
農
林
椛
計
協
会
長
賞
一

一
名
副
員
二
万
円
一

三
間
賃
金
一
万
円
三
名
一

佳
作
記
念
品
若
干
名
一

版
権
農
林
統
叶
一
日
協
会
に
隠
し
一

ま

す

。

↑

昭和43年度温泉事業会計を次のとおり公表します。

j昆泉会計

算:現鯖 5.868.1]00 
人済対 2 144‘575 
出;存主N 5.542.909 

IJiム 329ふ334

つ
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(4) 

明
る
い
社
会

共
同
募
金

"" 

日

日

か

ら

運
動
は
じ
ま
る

2 4 

恒
例
の
共
同
募
金
か
十
月
一
日
か
ら
一
ま
す
。
乙
れ
み
な
「
国
民
た
す
け
あ
い
一
神
の
普
及
と
あ
わ
せ
て
事
業
発
展
の
た

全
国
一
一
角
ぷ
行
な
わ
れ
ま
す
が
昨
年
度
一
」
の
と
つ
と
い
精
神
伊
も
と
に
し
、
共
一
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
残
ら
ず
喜
ん
で

の
共
同
募
金
に
つ
い
て
は
、
大
測
地
方
一
回
募
金
会
に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
共
同
一
乙
の
運
動
に
と
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
格

伊
襲
っ
た
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
な
ど
一
募
金
に
よ
る
も
の
で
す
こ
の
機
会
に
善
一
段
の
お
力
添
え
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

が
あ
り
、
悪
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
一
意
に
よ
る
「
国
民
た
す
け
あ
い
」
の
精
一
大
洲
市
共
同
募
金
会

大
な
ご
努
力
と
C
協
刀
を
い
た
だ
き
、
一

1
l
i
l
l
i
t
-
-
1
1
1
1
l
l

目
標
額
の
達
成
を
実
現
し
た
乙
と
に
対
一

k
当

3

J
、

ロ

吾

争

ホ

し
て
重
ね
て
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
一
同
河
川
ノ
ロ
一
ト

μ

ま

け

十

知

の

通

り

乙

の

運

動

は

、

み

ん

一

家

庭

の

必

需

品

な
の
し
あ
わ
せ
の
た
め
に
み
ん
な
で
手
一

を
と
り
あ
っ
て
、
明
る
く
住
み
よ
い
社
一
火
事
と
い
え
ば
消
防
車
が
た
よ
り
で
一
@
消
火
器
は
国
家
検
定
合
格
品
を
選
び

会
を
つ
く
る
国
民
総
ぐ
る
み
運
動
と
と
す
が
、
消
名
古
つ
い
て
考
え
た
こ
と
苦
し
よ
う
。

て
、
毎
年
繰
り
か
え
さ
れ
今
年
で
一
平
一
が
あ
り
ま
す
か
。
危
険
物
の
は
ん
ら
ん
一
消
火
器
は
と
っ
さ
に
使
う
あ
の
で

三
回
に
な
り
ま
す
。
乙
の
募
金
に
よ
る
一
す
る
現
在
で
は
消
火
器
私
生
活
の
必
需

社
会
福
祉
事
業
も
年
々
充
実
し
て
ま
い
一
品
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
乙
で
あ
な

り
、
今
日
の
社
会
に
欠
く
こ
と
の
で
き
一
た
の
席
藷
に
消
火
器
を
お
す
す
め
し
ま

?
h
な
い
重
要
な
役
割
を
果
し
つ
つ
あ
り
ま
一
す
。
消
火
器
を
買
わ
れ
る
と
き
は
、
特

t-
一
す
乙
と
は
、
。
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
一
に
次
の
こ
と
が
ら
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

昭和 44年 9月割支子持事色町

青
少
年
に

ス
ポ
ー
ツ
を

芳三第 16 3号

威力のある消火器

す
か
ら
、
国
が
検
定
し
た
合
格
品
を
一

使
用
し
ま
し
ょ
う
。
合
格
品
に
は
、
図
一

の
よ
う
な
銀
の
一
フ
ベ
ル
が
貼
付
さ
れ
て
一

い

ま

す

。

一

@
場
所
に
応
じ
た
消
火
器
を
一

消
火
器
に
は
、
す
べ
て
適
応
性
が
一

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
区
分
し
ま
す
と
一

次
の
三
つ
に
わ
か
れ
ま
す
。
一

ω
A火
災

(

白

丸

印

)

一

木
、
紙
、
布

ω
B火
災
(
黄
丸
印
)

泊

類

ω
C火
災
(
青
丸
印
)

電
気
器
具
類

ま
た
、
消
火
器
に
は
適
応
す
る
丸

じ
る
し
(
白
、
黄
、
青
)
を
つ
け
る

よ
う
一
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て

一
本
の
消
火
器
に
白
丸
印
だ
け
の
も

の
、
白
と
黄
丸
印
の
二
つ
の
一
フ
ぺ
ル

が
貼
付
し
て
あ
る
も
の
な
ど
、
い
ろ

い
人
種
類
が
あ
り
ま
ず
か
ら
、
場
所

に
よ
っ
て
適
応
し
た
消
火
器
を
選
ん

で
く
だ
さ
い
。
建
物
に
設
置
す
る
場

合
は
必
ず
A
(臼
丸
印
)
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

消
防
署
で
は
、
国
家
検
定
合
格
品
以

外
は
お
す
す
め
し
ま
せ
ん
。
購
入
さ

れ
る
と
き
は
、
必
ず
銀
の
ラ
ベ
ル
を

お
確
め
く
だ
さ
い
。

(60) 

火
防
地
蔵
堂
の
ネ
ズ
ミ
サ
シ

所

在

地

手

成

火

防

地

蔵

堂

境

内

所
有
者
手
成
本
村
部
落

(
昭
和
日
年
川
月

3
目
指
定
)

ま

ず

し

一

た

と

え

ば

、

大

洲

局

の

場

合

単

独

一

・
大
淵
・
新
ハ
自
の
通
語
、
市
内
通
一
事
務
用
で
八
五
O
円
、
住
宅
用
で
は
一

話

に

な

り

ま

す

。

一

六

0
0円
札

な

り

ま

す

。

一

祝
日
と
し
て
の
「
体
育
の
日
一
(
市
内
局
番
と
加
入
者
番
号
を
つ
づ
一

0
日
常
庄
町
田
と
関
孫
の
深
い
準
市
内
通
一

」
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
市
民
一
け
て
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
)
一
話
斜
お
よ
び
近
匝
離
へ
の
市
外
通
語
一

が
こ
ぞ
っ
て
体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
一
乙
れ
で
新
谷
り
電
話
か
ら
も
、
全
国
一
世
、
大
幅
に
値
下
げ
さ
れ
ま
す
一

に
親
し
む
よ
う
に
計
画
完
す
一
ほ
と
ん
ど
の
都
市
へ
、
ダ
イ
ヤ
レ
市
外
一
た
と
え
ば
、
奇
か
ら
内
子
へ
の
一

己

一

j

一
通
話
料
は
、
現
在
の
六
C
秒
七
円
が
一

いい
l

i

-

-

1

一
通
話
が
で
き
O
こ
と
に
な
り
ま
す
。
タ
一
八
O
秒
七
円
に
な
り
、
松
山
へ
は
二
一

一
イ
ヤ
ル
市
外
通
話
で
お
か
げ
に
な
り
ま
一
一
秒
七
円
が
六
O
秒
七
円
と
、
た
い
一

一
す
と
、
待
た
ず
に
す
ぐ
か
か
る
う
え
七
一
へ
ん
安
〈
な
り
ま
す
。
一

/

弘

u

'

・
一
円
さ
さ
み
の
合
理
的
な
料
金
と
な
っ
て
一
大
洲
電
報
電
話
局
一

パ

斗

エ

ド

石

り

ま

ず

か

ら

、

た

い

へ

ん

お

得

で

す

一

1
l
i
l
i
-
-
-
-

一

一

相

手

の

電

話

蕃

号

は

必

ず

メ

モ

す

る

一

国

税

だ

よ

り

一

l
九
月
二
士
ハ
日
午
後
三
時
か
ら
l
一
(
大
洲
局
五
、

o
x
x×
章

一

習

慣

を

つ

け

、

か

け

ま

ち

が

い

の

な

い

一

一

一

一

一

一

災

害

を

う

け

た

と

き

は

一

一
新
谷
の
電
話
が
大
洲
局
に
合
併
し
て
ダ
一
・
通
話
は
大
洲
と
同
じ
か
け
方
に
な
り
一
ょ
う
じ
ょ
五
ず
に
C
利

用

く

だ

さ

い

。

一

一

一

一

一

減

免

手

続

き

を

一

一
ィ
ヤ
ル
式
署
長
官
、
た
い
へ
ん
一

|

|

l

i

l

i

-

-

-

|

|

一
今
年
長
の
シ
ー
ズ
ン
主
づ
い
一

95大
槻
内
料
④
2
2
2
3

一
需
に
な
り
ま
す
0

3

一

十

月

一

日

か

ら

一

て

き

ま

し

た

。

と

こ

ろ

で

不

幸

に

し

て

富

豪

ザ

2
0
2
8

一

、

ス

村

川

錦

町

諸

問

一

は

持

舗

が

計

れ

れ

仏

比

一

電

話

料

金

が

変

わ

り

ま

す

耳

目

ヨ

認

翌

月

5
日

間

前

向

…

υυ
川
口

各

地

に

数

多

〈

結

成

さ

れ

る

よ

一

え

お

か

け

く

だ

さ

い

。

一

一

ろ

い

ろ

な

救

済

規

則

が

剖

り

ま

す

。

J
H
ロ
臼
岡
罪
判
明

w

う
す
す
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
一
・
費
量
は
O
八
五
一
一
一
一
(
大
洲
と
一
公
衆
電
気
通
信
法
よ
ど
」
一
部
が
改
-
で
す
。
一
た
と
え
ば
、
所
得
金
額
二
百
万
目
下
一
岡
本
耳
鼻
斜
;

一

一

-

f

c

-

一

7

m
日
浦
岡
小
児
斜
H
2
2
4

活
動
が
活
発
か
つ
充
実
す
る
よ
一
回
じ
)
に
変
わ
り
ま
す
。
一
正
さ
れ
、
新
し
い
電
話
料
金
制
度
カ
十
一
A
v
基
本
料
に
つ
い
て
は
、
現
在
加
入
電
一
の
人
が
、
住
宅
や
家
財
に
つ
い
て
、
そ
一

一

一

一

一

鎌

田

産

婦

斜

H
2
7
5
3

う
指
導
す
る
。
一
・
市
内
局
番
「
五
」
が
つ
き
、
農
重
一
月
一
巳
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。
詳
し
い
一
話
の
数
に
よ
っ
て
十
四
段
階
に
分
か
一
の
価
格
の
二
分
の
一
以
上
の
損
害
呈

H

初
日
宇
都
百
小
守
3
7
5
7

二
、
青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
対
一
話
が
除
き
加
入
者
番
号
が
全
部
変
わ
一
乙
と
は
局
前
へ
掲
示
し
お
知
ら
せ
し
ま
一
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
五
段
階
に
一
け
た
と
か
、
そ
れ
以
外
の
人
で
あ
住
宅
↑
祖
母
井
外
ザ
3

す
る
援
助
。
一
り
ま
す
。
一
芸
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
一
語
、
料
金
の
改
定
を
行
な
い
ま
す
下
家
財
の
損
害
が
、
そ
の
年
の
合
計
所
耳
2
臼

村

上

容

H
2
3
4
6

I
l
i
p
I
l
l
i
-
-
I
l
l
i
t
-
-
一
得
額
の
一
割
た
こ
え
る
と
き
は
、
手
続
一

三

一

松

元

産

婦

糾

H
a

@
飼
糾
作
物
管
理
・
カ
ブ
は
冬
の
一
一
一
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
所
得
税
が
軽
減
一

飼
料
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
一
一
一
さ
れ
た
り
免
除
さ
れ
ま
す
。
一

三
ま
た
所
得
税
や
法
人
税
を
は
じ
め
、
一

の

で

す

が

、

間

引

き

佐

単

目

(

十

月

一

二

一

一
一
一
そ
の
ほ
か
の
税
金
に
つ
い
て
も
、
申
告
一

M
r
L
Z

上
旬
ま
さ
に
し
、
十
分
な
施
旧
(
一
一
一
や
申
請
な
ど
の
期
限
が
延
長
さ
れ
た
り
一
錨
臨
時
r

ご

十
月
中
旬
)
を
行
な
う
こ
と
が
た
い
工
一
納
税
が
猶
?
?
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
了
ん
二
日

せ

つ

で

す

。

三

ま

す

。

一

f
]臨
時
ぜ
辺

イ
タ

y
ア
ン
は
一
日
で
も
単
く
ま
一
一
一
な
お
詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
署
に
C
一

d
吋

h
・

き
、
年
内
に
一
回
刈
取
り
が
で
き
る
一
一
一
相
談
く
だ
さ
い
。
一
動
割
強

よ

う

に

す

る

の

が

よ

い

。

三

相

続

税

は

こ

の

一

¥

一

ー

ト

エ

ン

バ

ク

は

十

一

月

上

中

旬

播

が

一

一

一

よ

う

に

一

臨

哨

開

最
も
収
量
が
そ
十
月
婚
で
は
節
一
一
一
@
あ
な
た
は
相
続
税
白
告
を
す
る
一

i
H

が
あ
が
っ
て
刈
販
後
の
再
生
が
琴
、
一
一
一
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
一
割
明
;

な

り

ま

す

。

=

一

被

相

続

人

(

一

般

に

は

、

死

亡

!
J
1
1

大
洲
農
業
改
良
普
及
所
=
一
た
人
の
こ
と
を
い
い
ま
す
)
の
遺
産
一

三
の
総
額
が
、
遺
産
に
か
か
る
基
礎
控

銀のラベル

H
お
宅
の
竜
一
し
た
。

気
器
具
・
機
一

O
電
波
雑
音
を
出
す
機
器
に
は
、
家
庭
一

械
は
テ
レ
ビ
一
で
使
用
し
て
い
る
電
機
器
具
の
他
に
一

・
ラ
ジ
オ
に
一
自
動
車
や
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
か
ら
も
一

妨
害
し
ま
せ
一
雑
音
が
で
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一

ん
か
H
一

O
電
波
雑
音
を
出
す
か
ど
す
っ
か
は
、
テ
一

テ
レ
ビ
・
一
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
つ
け
て
、
電
気
器
一

!
|
富
市
一
フ
ジ
オ
を
桑
一
一
室
一
つ
づ
っ
便
っ
て
み
で
、
テ
レ
一

罰
一
串
山
し
い
映
像
、
一
ビ
の
画
面
申
告
に
妨
害
訴
で
る
か
ど
一

吋
U

一
き
れ
い
な
音
一
う
か
、
テ
ス
ト
し
て
み
れ
ば
わ
か
り
一

4
ニ

v

で

楽

し

ん

で

一

ま

す

。

一

+

晶

一

い

た

だ

く

た

一

O
も
し
雑
音
が
出
て
い
た
ら
、
そ
の
電
一
大
洲
市
青
少
年
問
題
協
議
会
で
は
、

引
山
一
め
、
電
波
出
陣
一
気
機
器
の
購
入
先
へ
相
談
し
、
雑
音
天
高
ノ
¥
馬
肥
ゆ
る
好
季
に
、
青
少
年
一

H
U
l
l
L

害
防
比
協
議
一
防
止
容
を
取
り
付
け
て
も
ら
い
ま
し
一
の
ス
ボ

l
y活
動
を
振
興
し
、
広
く
市
一

U
H

会
(
四
国
電
一
ょ
う
。
自
動
車
、
単
車
の
場
合
、
整
一
民
の
健
康
づ
く
り
、
体
力
・
つ
く
り
運
動
一

波
監
理
局
、
四
国
電
力
、

N
H
K、
南
一
備
工
場
な
ど
で
点
火
プ
ラ
グ
の
と
こ
一
と
も
関
連
さ
せ
て
、
た
く
ま
し
い
青
少
一
一
一

海
放
送
、
電
機
商
組
合
な
ど
)
で
は
、
一
ろ
に
防
止
器
を
取
り
付
け
て
も
ら
い
一
年
を
育
成
す
る
た
め
、
九
月
一
日
か
ら
=
一

十
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
を
電
一
ま
し
ょ
う
。
一
十
旦
二
十
一
日
ま
で
を
、
運
動
期
間
と
一
一
一

波
障
害
一
軍
事
月
間
と
し
て
、
電
波
一

O
雑
音
で
お
困
り
の
と
き
は
、
お
近
く
一
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
と
一
一
一

障
害
防
止
に
刀
を
入
れ
る
こ
と
に
し
、
の
電
気
居
、
電
力
会
社
、

N
H
Kな
一

協

力

く

だ

さ

い

。

=

一

皆
様
の
ご
協
力
を
福
岡
る
こ
と
に
な
り
ま
ど
へ
と
相
談
く
だ
さ
い
。
実
施
重
点
=
↑
@
乳
牛
の
管
理
:
-
乙
の
地
方
の
酪

三
農
家
は
、
九
月
十
月
を
エ
サ
の
夏
枯

三
れ
期
と
い
っ
て
い
る
。
飼
料
作
物
は

三
出
穂
し
木
質
必
が
す
す
み
、
野
草
も

三
硬
化
し
て
稽
好
は
お
ち
、
栄
護
側
は

三
下
が
り
、
更
に
は
成
長
も
惑
く
な
っ

一
一
一
て
十
分
な
粗
飼
刺
す
与
え
る
こ
と
が

二
一
む
つ
か
し
く
な
り
ま
す
。

三
そ
こ
で
、
十
分
な
泌
筑
と
栄
養
を

三
保
つ
た
め
に
は
配
合
飼
料
を
多
め
に

事

農

メ
十

月

施俸剰j年
。育用が地
のすス域
日るポや
(よ l職
責う Y 場
協活に

吉選君存
)助余之ら
のす暇育
実るを少

新

谷

電

話

が

の
~( 

イ

モ

の

酪

農

(
八
月
の
二
0
1二一
O
%増
)
与
え

る
よ
う
に
し
ま
す
。
乙
こ
で
エ
ン
シ

レ
l
ジ
を
与
え
る
こ
と
は
、
乳
牛
の

た
め
に
た
い
へ
ん
よ
い
こ
と
で
す
。

夏
の
飼
料
作
物
の
残
り
や
固
く
な

っ
た
も
の
は
サ
イ
ロ
に
詰
込
む
よ
う

に
し
ま
す
。
青
刈
り
ト
ワ
モ
ロ
コ
シ

で
は
、
サ
ヤ
の
実
が
焼
い
て
食
べ
る

程
度
に
元
実
し
た
頃
に
詰
込
む
の
が

最
適
で
す
。

Y
ル
ゴ
ー
や
ス
l
ダ
ン ヤ

な
ど
も
十
分
成
長
し
て
生
草
の
ま
ま

で
は
牛
が
食
わ
な
い
程
度
の
も

ωを

サ
イ
ロ
に
詰
込
ん
で
お
く
と
、
醗
酵

に
よ
っ
て
繊
維
が
軟
ら
か
く
な
っ
て

良
い
も
の
が
で
き
ま
す
。
こ
の
と
き

十
分
踏
圧
す
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で

す。(
注
)
サ
イ
ロ
詰
込
み
の
場
合
に
は

必
ら
ず
サ
イ
ロ
内
の
換
気
に
注
意
し

て
、
し
ば
ら
く
カ
ッ
タ
ー
を
空
転
し

て
風
を
入
れ
て
か
ら
は
い
る
よ
う
に

し
ま
す
。
特
に
前
日
か
ら
引
続
い
て

詰
込
み
す
る
場
合
、
十
分
な
注
意
が

必
要
で
す
。

火防地蔵堂のネズミサシ

手
成
の
本
村
(
ほ
ん
む
ら
)
は
蜜

神
山
に
連
な
る
山
腹
の
、
標
高
約
二

五
O
米
ば
か
り
の
所
に
約
四

O
戸
が

散
在
し
て
い
ま
す
。
乙
の
部
落
の
一

番
高
い
、
眺
め
の
よ
い
所
に
火
防
(

ひ
ぶ
せ
き
)
地
蔵
堂
が
あ
り
ま
す
。

指
定
の
ホ
ズ
ミ
サ
シ
は
お
堂
の
前
庭

に
あ
っ
て
、
目
通
り
周
二
・
三
四
米

根
廻
り
五
ニ
ニ
米
、
高
さ
一
一
一
一
米
で

す。
永
ズ
ミ
サ
シ
に
つ
い
て
は
宇
津
の

ホ
ズ
ミ
サ
シ
(
第
二
O
回
)
に
記
し

ま
し
た
と
お
り
、
ネ
ズ
、
ム
ロ
な
ど

と
も
い
わ
れ
、
ヒ
ノ
キ
斜
で
、
硬
く

鋭
く
と
が
っ
た
葉
は
鼠
伊
刺
す
ほ
ど

の
た
と
え
か
ら
、
こ
ん
な
名
が
つ
け

ら
れ
ま
し
た
。

乙
の
木
で
作
っ
た
杭
な
ど
は
、
な

か
な
か
腐
り
に
く
い
の
で
珍
重
が
ら

れ
も
し
ま
す
。

こ
の
お
堂
を
護
る
み
ル
ズ
ミ

?JJは

長
年
の
風
雨
に
も
耐
え
て
生
音
続

き
、
無
駄
な
も
の
伊
す
っ
か
り
取
り

除
い
た
よ
う
に
、
あ
た
か
私
語
の
翁

(
お
き
な
)
面
影
思
わ
せ
る
木

ω品

格
に
援
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
村
部
落
の
人
々
の
、
し
か
も
代
々

受
け
継
が
れ
た
、
乙
の
木
へ
の
温
か

い
愛
情
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

J

敬
老
は
人
間
だ
け
の
も
の
で
は
な

い
。
そ
の
優
れ
た
お
手
本
が
こ
こ
に

あ
り
ま
す
。

除
額
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
ど
の

相
続
人
も
相
続
の
申
告
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

遺
産
に
か
か
る
基
礎
控
除
と
は
、
四

O
O万
一
円
と
法
廷
相
続
人
一
人
当
り

八
O
万
円
と
の
合
計
額
で
す
。
(
法

定
相
続
人
と
は
、
相
続
が
放
棄
し
た

人
が
あ
っ
て
も
そ
の
放
棄
が
な
か
っ

た
も
の
と
し
た
場
合
の
相
続
人
の
乙

と
を
い
い
ま
す
)

事
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
、
法
定

相
続
人
が
妻
と
子
二
人
の
場
合
に
は

さ
D

司
直
十
∞
口
叶
司
×

ω
H

会
D
M
同
司
と
な
り
ま
す
の
で

遺
産
の
総
額
が
こ
の
金
額
以
下
で
あ

る
場
合
に
は
相
続
税
の
申
告
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

@
相
続
税
の
申
告
書
の
提
出
期
限
は

相
続
の
日
(
死
亡
の
日
)
の
翌
日
か

ら
一
計
算
し
て
六
ヶ
月
以
内
で
す
。

た
と
え
ば
、
相
続
の
臼
が
六
月
一
日

の
と
き
は
、
十
二
月
一
日
が
提
出
期

限
と
な
り
ま
す
。

相
続
税
の
里
口
書
の
提
出
先
は
、

被
相
続
人
の
死
亡
の
と
き
に
お
け
る

住
所
地
の
所
轄
税
務
署
で
す
。
(
財

産
を
取
得
し
た
個
々
の
相
続
人
の
所

轄
税
務
署
で
は
あ
り
ま
せ
ん
)

な
お
‘
具
体
的
な
円
」
相
談
は
、
毎

月
五
の
日
(
五
日
、
十
五
日
、
二
十

五
日
)
が
税
の
相
談
日
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
C
利
用
〈
だ
さ
い
。

大
洲
税
務
署

(
市
教
育
委
員
会
)

l
新
刊
図
書
案
内

l

愛
媛
の
女
性
百
年
(
藤
田
征
二
)

習
事
士
ニ
箇
条
(
千
宗
左
)

だ
れ
で
も
で
き
る
応
急
手
当
(
長
谷
川
伝
)

ひ
と
り
っ
子
の
心
理
と
薮
育
(
山
下
俊
郎
)

和
服
の
着
つ
け
(
佐
々
木
震
子
)

便
利
な
設
備
と
新
題
材
(
竹
内
芳
郎

こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
と
盈
農
指
導

(
金
沢
夏
樹
)

人
間
回
復
の
経
営
学
(
パ
ジ
l
ル
)

新
し
い
紙
の
造
形
(
山
田
貞
実
)

熱
帯
魚
の
新
し
い
飼
い
方
殖
や
し
方

(
高
野
十
一
)

新
し
い
金
魚
の
飼
い
方
殖
や
し
方

(
中
路
普
一
)

四
季
の
釣
り
特
集
(
松
田
年
雄
)

た
の
し
い
あ
そ
び
万
(
上
回
次
郎
)

た
の
し
い
工
作

(

H

)

た
の
し
い
折
紙

(

H

)

日
本
伝
承
の
あ
そ
び
読
本
(
加
古
)

折
り
び
な
(
田
中
サ
タ
)

日
本
の
詩
歌
日
(
山
村
暮
烏
)

世
界
の
旅
凶
実
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

世
界
の
船
(
朝
臼
新
融
聞
社
)

万

剣

(

小

笠

原

信

夫

)

夢

占

い

(

小

林

三

剛

)

ピ
ジ
ホ
ス
語
録

h

寺
尾
善
雄
)

日
本
詩
人
全
集

U

昭
和
詩
集
二

日
本
民
俗
資
斜
事
典
(
初
宮
静
)

大
洲
市
指
定
文
化
財
調
書
集

(
大
洲
市
教
育
委
員
会
)

伊
予
史
談
第
一
九
四
号

国
防
と
現
代
(
犬
丸
秀
雄
)

日
本
近
代
経
済
の
育
成
(
高
橋
亀
青

日
本
の
安
全
保
障
一
九
六
九
年
版

日
本
へ
の
警
告
(
林
房
雄
)

大
悲
の
家
庭
教
育
(
葛
葉
陵
)

愛
の
重
荷
(
源
氏
鶏
太
)

元
録
小
源
太
(
南
条
範
夫
)

L

か

ツ

す

会

も

コ

』

ほ

一

ま
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